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１．研究計画の概要 
(1)①前漢代には「屯田」などにより西域や居
延地域ほかへ，中国中原地域からの農耕が伝
播した．かつての耕地跡などを QuickBird 衛
星画像（以下，QB 画像）などの判読により
抽出し，その結果を考古学を含めた現地調査，
文書調査などを通して，現在中原地域では既
に消滅している，かつての農耕の実態などを
解明することを主な目的とした． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)かつての耕地跡の抽出 
 新疆ウイグル自治区での現地調査が政
治・社会的理由により実施が困難であったた
め，内モンゴル自治区黒河下流域を主な対象
地域とした． 
①当該地域では，付近に散在する陶片の種類，
住居址の日干しレンガのサイズなどから，西
夏・元代の耕地跡，盛土型灌漑水路跡が広範
囲に残存している．その広がりは，先行研究
による見積りをはるかに超えるものであり，
当該地域におけるこの時期の評価に再検討
を迫るものとなった． 
②西夏・元代の耕地跡の平面形状は，主に，
方形と長方形にそれぞれ近いものに大別さ
れる．それぞれの意味については，今後の検
討課題である．なお，岩石の角柱ローラー（耕
地平坦化用）は，断面の一辺が約 30cm で長
さは 90㎝ないし 120㎝であった．ちなみに，
西夏尺，元尺のいずれも１尺は約 30cm であ
り，上記の数値はその整数倍である． 
③漢代に始まり元代に広く奨励されたとさ
れる耐乾節水型の区田法（農法）の痕跡（蜂

の巣状土地パターン）を QB 画像から抽出し，
現地調査で確認した．現在，種子分析・花粉
分析など実施中． 
④西夏・元代の耕地跡の一部には，残存する
畔の間隔が約 23ｍ，断面が 46cm 角で長さが
約 70 ㎝の岩石ローラーが存在した．それら
の数値は，漢尺の整数倍およびほぼ 100 尺に
相当する． 
これらのことから，イ)漢代の耕地跡が西

夏・元代に再利用されたこと，ロ)時代ごとの
尺度が，当地のような辺境地域においても普
及していたことなどが判明した． 
(2)衛星考古地理学的成果 
①Bj2008 囲郭の発見：当囲郭は QB 画像判
読により抽出された従来未報告のもので，当
地域で既知の最大級前漢代囲郭と規模・平面
形状がほぼ一致し，周辺に散在する陶片，囲
郭壁の日干し煉瓦のサイズなどから漢代の
ものであることが確認された． 
②Bj2008 囲郭は，当地域における前漢代の
主要３候官との関連では，最北の殄北候官と
最重要狼煙台の卅井候官を結ぶほぼ線上に
位置し，また，守備の要である甲渠候官と当
囲郭を結ぶ線は，大まかには北側の農耕地
（当時の黒河デルタ）と南側の放牧可能地
（開析扇状地）を隔てることが判明した． 
これらのことは，Bj2008 囲郭を含めて，

前漢代の居延屯田開発が極めて系統的に実
施されたことを示すのであり，従来の見解を
大幅に修正するところとなった． 
③タリム盆地の楼蘭地区では，LE 囲郭は，
黒河下流域の Bj2008 囲郭ほか２囲郭との規
模・形態などの類似性，中国側研究協力者に
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よる考古学的・文書調査結果などから，前漢
代の伊循屯田に関わる伊循遺跡である可能
性が極めて高いことが判明した． 
④2010 年 2 月 20 日，中国側を含め本科研費

研究者らにより，国際シンポジウム「天・人・ 
地・からみた居延・エチナ，楼蘭－高解像度
衛星画像・文書・現地調査から探る衛星考古
地理学の試みと展望－」を開催し，成果を公
表した．コメンテーターおよび参加者から高
い評価を受けた． 
⑤元代，カラコラムとエチナ（黒河下流域）
を結ぶほぼ中間的付近に位置するフンフレ
ー遺跡にも，QB 画像の判読・現地調査など
から湧水を利用した耕地跡が残存すること
を，他の研究グループとの共同調査により指
摘した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
その理由は，黒河下流域で集中的に現地調

査を中国側研究協力者とともに実施し，多く
の新知見が得られたことによる． 
・漢代および西夏・元代の耕地跡・おもな区
画サイズなどが明らかとなり，耐乾農法の区
田法（元代）が現地でほぼ確認でき，同じく
漢代の代田法についてもある程度のメドが
得られた．  
・耕地跡などを抽出する過程で，同地域で従
来未報告の遺跡を複数確認し，高解像度衛星
画像判読，文献調査，考古学・地理的調査を
複合した「衛星考古地理学」の有効性につい
ても，成果が得られた． 
・しかし，タリム盆地については，既述のよ
うに，政治・社会的理由により現地調査が実
施できていない． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)黒河最下流域 A10 遺跡付近の調査：移動
砂丘に被覆された部分が広いものの，一部に
未報告の灌漑水路跡あるいは畔の痕跡が QB
画像から判読され，また，鉄鉱石露頭・複数
の製鉄所跡から，当時の物流面（従来の文献
資料による見解では，当地域の鉄製品は外部
から輸送されてきた）などの新たな展開（当
地での本格的製鉄の実施，およびそれらの地
域内で移動など）のが期待される． 
(2)甘粛省における耕地跡調査：現地調査の
体制は整備済みであるが，購入した QB 画像
などの判読によれば，かなりの範囲で現在の
耕作中の新しい耕地が広がっている．次年度
に（最終年度であるが）．できれば，駱駝城
付近の簡単な調査を計画中である． 

タリム盆地については，既述の理由により，
次年度の現地調査は困難であり，引き続き，
QB 画像などの判読，および，中国側研究協力
者との情報交換に務める予定である． 
 

５. 代表的な研究成果 
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